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　巨大掲示板 「2 ちゃ ん ね る 」 に お け る書き込み率の 統計法則 と確率モ デル に つ い て報告す る 。 ス

レ ッ ドが生成後の そ の ス レ ッ ドが属す る ス レ ッ ド群へ の総書 き込み 回数 を時 間変数 亡と したとき、

ス レ ッ ドへ の 書き込み 率の分散が超拡散的な t の べ き乗則 に 従 うこ と。ス レ ッ ドへ の 書 き込み率

f、が書き込 まれ た順番 i（ス レ ッ ド群 の 順番 に対応す る）に対 し、パ レー ト則 に従 う こ とが 分っ た 。

一
方、ス レ ッ ドの 書 き込み回数 の 分 布はべ き乗 則に は 従わ な い 。 こ れ らの統計法則は 、ス レ ッ ド

が有限の寿命を 持ち、有限の記憶 （過去の数千ス テ ッ プでの 書き込 み 回数 に比例 して書 き込みが行

われ る）を持 っ た Yule 過程を示 唆 して い る。

1　 巨大掲示板の書き込 み

　こ の 研究は競馬 で の 投票 国、つ ま り レ
ー

ス に 出走する どの 馬に投票す るの か、が どの ような確

率ル
ールで 記述で きるの か、 とい う点を理 解す るために 、その 比較対象 と し て 「ス レ ッ ド群 の う

ちど の ス レ ッ ドに 書き込み が 行われ る の か 」 の 解析を 行 っ た もの で す 。 東北大の 服部先生 らがア マ

ゾン の 書籍の ラン キ ン グや 「2 ちゃ んね る （2ch．net ）」 で の ス レ ッ ドの 順位の 時間変化が どの よ う

な確率過程 と して行わ るの か と い う研究も参考にな りました ［2，
3］。 そ こでは 、「stocastic 　ranking

process」 とい う確率過程で記 述で きる こ とが示されて い ます 。 ラ ン キ ン グ z に対す る書 き込み率

や書籍 の 販売率 fiは パ レ
ー

ト則 に従 うと仮定 します 。

fi− 。 （IYI）・／b

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 z

こ こ で 、 N は書籍や ス レ ッ ドの総数 、 α
，
bは定数で 、 特 に bが小さ い （1以下）な らベ ス トセ ラ

ー
に販

売が集中する状況、bが大 きい な ら、すべ て の 本がまんべ んな く売 れる状況を意味 して い ます 。 ま

た 、売れ た本や書き込 まれ た ス レ ッ ドは ラ ン キ ン グや ス レ ッ ドの 順位が 1番に な る と い う 「Move −

tu−fl’OIIt 規則」 を仮定 し、順位 の時 間変化を厳密に 計算 して い ます。結果をア マ ゾンや 2ch．net の

データ （ラン キ ン グの 時間変化）とフ ィ ッ トするこ に より、指数 δはほ ぼ b 〜 0．6 と推定 して い ます 。

結論 と して 「ア マ ゾン は ロ ン グテ
ー

ル 依存型で は な くベ ス トセ ラ
ー

依存型」 と述べ て い ま す 。

　2ch．net の データを 用い て ス レ ッ ドの ラ ン キ ン グと書き込 み率を 調べ た もの が図 1 で す 。 ス レ ッ

ド群 ごとに指数 bの値 は異な りますが、ベ ス トセ ラ
ー依存型 を示 す 1以 下の値 を持 つ こ とが分 り

ます 。

　
上
こ の 原稿 は、経済物理 2009 の ポス ターセ ッ シ ョ ン で発 表 した 内容 で あ る 。
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図 1： 5 つ の ス レ ッ ド群に対 し 、 ラ ンキ ン グ と平均書き込み率を両対数プロ ッ トした 。 データに 関

する詳細 は文献 ［41を参照 。

　こ うしたべ き乗則を生むメカニ ズム として Yule過程の よ うな 「Rich−get−richer 」則を考え るこ と

が よ くあ ります 。 何か の事象が起き る確率がそ れ まで に起き た回数に比例する こ とを 仮定す る も の

です 。 また、こ うしたモデル で は、事象が起 こ るか起 こ らない かが強い 相関を持 ち、super 　diffusive

な振 る舞 い を示す こ とも知 られ て い ます。実 際、ス レ ッ ドの 書 き込 み率 の 分 散がス レ ッ ドの 誕生

後の 全 ス レ ッ ドへ の 書き込み 回数 オに 対す る依存性を 調べ た と こ ろ、分散は 多くの ス レ ッ ド群で べ

き乗則 に した が う こ とが分 りま した ［4］。
一

方 、 ス レ ッ ドの 書き込み 数な どは べ き乗則を 示さ な い

こ と も分 りま した。以上の 書 き込み の 統計法則 を再現 する確率 モ デル と して 、有限 の記憶 と有限

の 寿命 を持 つ YUIe 過程 が 考え られます 。

謝辞

本研 究は 科研 費 21654054 の 助成を受けま した 。

参考文献

［1］S．Morj　and 　M ．　Hisakado ，　Exact　scale 　invariance　in　mixing 　of 　binarX　candidatcs 　in　voting

　 model
，
　prep血 1t　arXiv ：physics−0806 、0185．

［21KHattori ，
　T ，　Hattori

，
　Existence　of 　an 　in丘nite 　particle　limit　of　stochastic 　ranking 　proccss，

　 Stochastic　Processes　and 　their　Applicat，ions　119 （2009）966−979．

［3］http：〃web ．econ ．keio．ac ．jp／staff ／hattori／amazo 取j．htm ．

［4］守、久門，「多数決 と相転移 」 ，JWEIN2009 講演 論文集

一 709一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


